
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高蔵図書館インスタグラムはこちら⇒ 

 怒濤の「扇祭週間」が終わりました。皆さん、「扇祭」を楽しめましたか。 

次の大きな行事として、10月 14日（火）から始まる中間試験を控えていま 

すが、勉強の合間に読書でもいかがでしょうか。試験勉強や読書に最適な図 

書館。皆さんの来館を待っています。 

 さて、最近読んで、おもしろいと思った本を 2冊紹介します。一つは、帚 

木蓬生『ネガティブ・ケイパビリティ 答えの出ない事態に耐える力』（朝日 

選書、2017年）です。聞いたことのない語を疑問に思い、本書を手に取って 

みました。ネガティブ・ケイパビリティとは、「どうにも答えの出ない、どう 

にも対処しようのない事態に耐える能力」、「性急に証明や理由を求めずに、 

不確実さや不思議さ、懐疑の中にいることができる能力」を意味します。世 

の中には、解決できない問題がたくさんあります。ああでもない、こうでも 

ないと、悩み続けるからこそ、ネガティブ・ケイパビリティは人生での苦難を乗り切る力として発揮さ

れると、著者は言います。同時に、ネガティブ・ケイパビリティは、「人間の最高の財産」と評されるこ

ともある「共感」、つまり「相手を思いやる心」の土台になるとも主張しています。他者という、自分に

とっては「わけの分からない」「不可思議な」存在。そんな相手から逃げることなく、彼／彼女に寄り添

い、その人を深いところで理解しようと努力し続けることが、「共感」を育むことになるとします。精神

科医にして作家でもある著者の体験談が、本書に詰まっています。それらを読むと、ネガティブ・ケイ

パビリティをより具体的にイメージすることができるでしょう。 

 もう一冊は、後藤遼太・大久保真紀『ルポ 戦争トラウマ 日本兵たちの心の傷にいま向き合う』（朝日

新書、2025年）です。興味深い内容に圧倒され、一挙に読み終えました。本書は、旧軍兵士や戦災者た

ちが戦時中に負った PTSD（心的外傷後ストレス症）が、戦後の彼らの家庭生活・家族関係を著しく歪め

てきた実相を報告したドキュメントです。2023年から朝日新聞等で連載された記事を再構成したもので

す。本書のねらいとして、「戦争トラウマという戦争の影響は地続きで、いまにつながり、生活の中に潜

んでいるのだということを、ひとりでも多くの方に感じていただき、戦争を身近なものとして捉え、考

える一助にしていただければと願っています」と記されています。本書を通読すれば、そのねらいは果

たされるかと思います。第 1（本人）世代の「戦争トラウマ」が、第 2（子）・第 3（孫）世代にもたら

した苦しみが、生々しい事実により語られています。本書に登場する関係者の証言を少し読むだけでも、

80年前の戦争が「現在進行形の社会問題」であることを感じ取れるのではないでしょうか。 

  

第 19 号 １０月３日（金） 

名 古 屋 経 済 大 学 

高蔵高等学校・中学校 発行 

★ 過酷な戦場体験が、おやじを廃人にした。その苦しみは、何年経っても子や孫の精神を苛む。我々

の戦争は終わっていない。そう訴え続けることが、私たちの責務だ。 

★ 空襲が人にもたらすのは、生命や身体の破壊だけではない。人間が人間たりうるものの破壊、つま

り『人間性の破壊』であり、『心の破壊』だ。空襲被害者の現在進行形のトラウマは、 

戦後日本でも長い間見過ごされてきた。いまも続く戦火の下で、被害者はトラウマを 

受け、その精神は長く苛まれ続けることを、私たちは受け止めなければならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
このチラシは図書館に置いてあります。興味のある人は、ぜひお持ちください。 


